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たものである。12：37 にパソコンの Web から
投稿して、豊洲の映画館で 12：50 に携帯から
投稿したものであることがわかる。よって居住
場所から豊洲の映画館まで徒歩圏内にあるこ
とが判明してしまう。さらに、プロフィールサ
イト経由で検索した他の友人のリアルタイム
やブログの内容を把握してより精度の高い居
住場所を追跡することも不可能ではなくなっ
てくると思われる。
このように、通常のツイート内容として一見
リスクがあるとは思えないにもかかわらず、発
信元や書き込み日時から追跡されるかもしれ
ないリスクを認識しておく必要がある。
6. おわりに
ツイッターや生放送が普及しているが、教材
や体制などの面において充分な教育環境が整
備されているとはいえず、教育現場では日々変
化する情報環境の利用形態に追いついている
とは言い難い。情報モラル教育も、現状では危
ないものには近づくな、といった事前対処に終
始しているのではないであろうか。
あるべきツイッターの利用方法や生放送の
ありかたについては、それをどのように｢教え
るか｣という点を含めて、多方面からの検討が
必要であると思われる。実際、技術の驚異的な
進歩に対して、必ずしも新たな手段に使い慣れ
ていない「大人」が、柔軟に新たな手段を使い
こなす「子ども」に教えられることは、その「使
い方」というよりも、それに伴う「危険性」で
あると思われる。要するに、「危険性」を熟知
したうえで「利便性」を享受する、という全て
の技術や手段に共通する「社会のルール」を教
えることが、最も重要なことであろう。
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